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1.はじめに 

水田水域に生息する代表的なカエル類であるダルマガエル類は、環境省や都道府県版のレッドリ

ストに記載されていることや、農村地域の生態系において中間的捕食者であり、サギ類等の大型動

物の餌資源となることから、保全対象生物になることが多い 。この生息場の保全には、コンク

リート水路への転落防止 だけでなく、好適な越冬環境の確保も重要な研究課題である。ダルマガ

エルやトノサマガエルは土中で越冬することから 、これまで個体の発見が困難であったが、

タグ（パッシブ型の タグ）を用いることにより土中にいる個体の効率的な発見が可能である

。本研究では、東日本に広く分布するトウキョウダルマガエル（ ）

を対象種として、好適な越冬環境の把握に向けて、まず越冬する土地利用を把握したので報告する。

 

2.材料と方法 

対象地 栃木県河内郡上三川町の水田 枚

および隣接する畑地や林縁部とした（図 ）。水

田は地下水を汲み上げて灌漑し、有機栽培が行

われている。また、 枚の水田では、 月から

月に冬期湛水が行われていた。

タグの挿入 年 月から 月にか

けて、素手およびエビタモを加工した網による

個体の捕獲を 回行った。捕獲した個体は捕

獲位置、頭胴長、体重、性別を記録した後、

タグ 社製 を背中側に挿入し

て、もとの地点に放逐した。

越冬個体の探索 年 月末から

年 月末まで調査を行った。 タグの読み取

り機 社製 を左右に振りながら対象地内を網羅的に歩き、 タグを探

索した。 タグを検知した場合には、その地点の土を少しずつ掘って越冬個体を確認するととも
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図 対象地の概略と越冬地点一覧
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に、表面からの深さを計測した。越冬場所の環境要

因として、土地利用、冬期湛水の有無を記録した。

また、個体が越冬室と呼ばれる空洞内で越冬してい

る様子が確認されたため、 月 日以降の調査で

は越冬室の有無を観察項目に加えた。

3.結果及び考察 

越冬場所の選好性 個体（頭胴長 ～ ）

に タグをつけて放逐し、このうち 個体（ ％）

の越冬を確認した。越冬個体の確認位置は、水田（冬

期湛水水田を含む）では 個体であったが、畑地で

個体が確認された。畑地での越冬個体は深さ

～ で確認されることが多く（図 ）、 以

深で越冬している個体も見られた。また、 タグ

個が土中から発見された。事前の実験では個体か

らの タグの脱落は確認されていないことから

）、個体が越冬中に死亡して タグのみが残った

と仮定すると、水田での斃死率は ％（ ）、畑

地での斃死率は ％（ ）となり、畑地では越冬

個体が生存しやすいと考えられた。

越冬場所への移動 越冬前の個体の移動傾向を

把握するために 月以降に捕獲した個体の捕獲地

点と越冬地点を整理すると、畑地で越冬していた個

体の多くは冬期湛水水田から移動していた。捕獲地

点から越冬地点までの移動距離は平均 であっ

た。

4.終わりに 

越冬場所の探索において、 タグを用いること

で土中に潜っている個体を効率的に発見でき、本手

法の有効性が確かめられた。また、本種の越冬場所

として、畑地は水田よりも良好な環境であることが示唆された。本報告において本種が越冬する土

地利用を特定できたので、越冬に影響する詳しい環境要因の解明に向けて土壌水分、気温、地温な

どの測定を行う予定である。
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図 越冬個体と越冬室

表 土地利用の割合と個体数

面積の

割合
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森林

図 越冬深さ別の個体数
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